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現在，東北大学で開発が進められている動的風洞試験において非定常感圧塗料計測を行った．動的風洞

試験ではロボットマニピュレータ（図 1）を用いて模型を強制的に振動させ，模型に加わる力などの各種計

測を行うことができる．感圧塗料計測は後退角 80 度のデルタ翼（図 1）をピッチング方向に振動させ，迎角

36 度で迎角が増加する場合(以下，Up Stroke)と減少する場合(以下，Down Stroke)の，前縁剥離渦の崩

壊点の違いに起因する模型表面圧力場の違いの可視化を目的に行った．計測には高速応答型感圧塗料

の一つである Polymer/Ceramic PSP，感圧色素は PtTFPP を用いた．（図 2）動的風洞試験のように動く

模型に感圧塗料計測を適用する場合，感圧塗料の発光をカメラで捉える際模型を光学的に静止させる必

要がある．今回の計測では，Phase-Lock 法と呼ばれる，模型の運動に同期して励起光をパルス発光させ，

その間カメラのシャッターを開けておき感圧塗料の発光を蓄積させる手法を採用した．（図 3）計測の結果，

定常(以下，Steady)，Up Stroke，Down Stroke の各状態において，デルタ翼の生じた前縁剥離渦を捉え

ることはできたが，各状態の表面圧力場に顕著な違いは見られなかった．(図 4）しかし，それぞれの計測

結果を割ることで，模型表面圧力場の違いを見ることができ，Steady と Up Stroke では前縁剥離渦は同じ

長さであり，Down Stroke では Steady，Up Stroke よりも前縁剥離渦が短いことが分かった．（図 5） 

  

        

図 1 マニピュレータ（左図）とデルタ翼模型（右図）．マニピュレータは三菱重工業株式会社製汎用知能アーム

PA-10．デルタ翼は後退角 80 度，コード長 300mm． 
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図 2 色素（PtTFPP）の組成（左図）とバインダー（Polymer/Ceramic）の表面画像（右図）． 
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図 3 Phase-Lock 法の概念図．実験は Phase-Lock 角度 36 度，振動数 1Hz，迎角 35 度，振幅 7 度，主流

速 30m/s の条件で行った． 
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図 4 各状態での計測結果．デルタ翼の生じた前縁剥離渦を捉えることはできたが，各状態の表面圧力場に顕

著な違いは見られなかった． 

 

図 5 各状態での計測結果を割った場合．前縁剥離方長さは Up Stroke と Steady ではほぼ変わらず，Up 

Stroke と Down Stroke では Up Stroke の方が長く，Down Stroke と Steady では Down Stroke の方が短いこ

とが分かる． 

 


